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The 2005 Northern Pakistan Earthquake triggered tremendous number of landslides in various types and 

dimensions. As a result not a few landslide dams were also formed. This article deals with overview information on 

various types of landslide disasters induced by this earthquake. 

An earthquake of M7.Cl struck the northern Pakistan on 8 October 2005 with its epicenter approximately 

IOOkm north-northeast of Islamabad, near Muzaffarabad, Azad Jammu Kashmir. Shocks by the earthquake were felt 

over a radius of some 300・400kmin northern Pakistan, northwest India and Afghanistan. Geological Sur、’eyof 

Pakistan has reported that more than 83,000 local inhabitants were killed and over 3 millions were affected. It was 

also reported about 200,000 houses were completely destroyed and another 200,000 houses were partially damaged. 

Pakistani local authority estimated some millions people have been left homeless. 

One of the most distinct characteristics of the 2005 Northern Pakistan Earthquake is the wide spread 

landslides all over the epicentral area. Most of landslides occurred along the two active faults, namely Muzaffarabad 

and Tanda faults. mapped by Nakata et al. Geographical Survey Institute has interpreted the distribution of 

landslides around Muzaffarabad induced by the 2005 Northern Pakistan Earthquake by comparing two IKONOS 

imageries. namely taken before and after the earthquake. It was reported that large-scale landslides occurred along 

the above mentioned two active faults, concentrating on the northeast uplift side of the faults. Active Fault Research 

Center of National Institute of Advanced Industrial Science and Technology has identified earthquake source faults 

along the concerning two active faults on the basis of the results of recent field reconnaissance. 

An International Conference on 8 October 2005 Earthquake in Pakistan：“ Its Implications and Hazard 
Mitigation”was held at Islamabad on January 18・19.2006 under the sponsorship of the Geological Survey of Pakistan. 

Seismic experts from various countries have been called for a E・e-evaluationof seismic zoning and micro zonation 
studies to the conference. A delegation of the Japan Landslide Socie句・ includingthe authors was also invited as 

experts for landslide research to the conference. An opportunity to visit the heavily affected areas by the landslide 

disasters induced by the Northern Pakistan Earthquake was given to the authors by the arrangements of the 

Geological Survey of the Pakistan. Although our field survey was limited only during two days, the authors have 

been able to get an overview information on the landslide disasters induced by the Northern Pakistan Earthquake 

including the largest Hattian landslide area. 

On the basis of this field survey, the authors have an idea that our research methods for evaluation of danger 

degree of successive landslide occurrences and practical knowledge to arrange emergency response for mitigation 

of successive hazard should be basically applicable and effective also to the mitigation of successive future hazards 

in heavily affected area by the Northern Pakistan Earthquake. 
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はじめに

2005年lOJl8 IIノTキスタン；｜七古｜；カ シミール地｝）＂でマグニ

チュー ド7.6の大地泌が発，，てし，チE－荷数83,000人以卜とされ

る甚大な人的被害をもたらした；急峻な山市Jl!l・:t；：で弧い｜人l開

明地誌が発生したことにより，極めて多数のj出すべり・安l・iffi

j前j突が生じ，その結巣地すべりダムも多数形成された．その

状況は，およそ l"I'・ 1iiiに発生した中継地誌による，地すべり ・

斜l自i)J}JJ災の多先立tびに地すべりダムの形成と似通っている．
ただし，現象の規似！まパキスタンl也災によるもののブiが溢か

に大きい．鋭校はともかくとして．両者における斜1m災・,i::に

は本質的な共通ttがあり，jじ絞して考古をすることは，illIii地
域！こおける今後のj也；~·~による斜1f1i 災汗の椛減を｜文｜ る l二で，少

なからぬ立義があるものと~・えられる． ノドfj,';jでは，パキスタ

ン北部地民によって発生したj也すべり ・約1f1iii1iJ突のill｛吹ーにつ

いて報告する．

2006年1月18.1911の阿II，パキスタンの(IHliイスラマ

バードにおいて，パキスタンイii1l1 rtilt,! '(I J也n.~1.1 1r: 1?rのumに
より，「20051F10 JJ 8 Hパキスタン地｝，＇；＿ーその拶約と災1汁’t
i成Jと題するjJ<ll祭会議がl!Hflllされた．｜司会議には i：としてパ
キスタン＿；jf~びにJM辺諸国のj也ぷ防災関係者400t， 以卜ーが参加｜

した ． また， El 冷；を含む10 カ 11<1から ， j也j，＇~C(.：.，変動j也j修学，テ

クトニクス，iJ!IJJ忠三；；：および地すべり学のの門家が11¥1庁；し総；v
を行った． 日本からは， パキスタンj色町刈1t19rの~!l,.i'Iを叉－！？，

I I 4~ J也すべり学会から 5 t'，が参加 した i也， j ,ri!Ui"I•所以Ji坐でj1＇（（来：

総合研究所，IL、品工業大学，またiJ!lltl!!. 'i:: I対述でl•I 1:1也Jll!.I見

さらに地役工学問主Ifで東京大学から参加.(I・があり，それぞれ

重要な発表を行った．

会~誌の日日ij'［で， 石i1! 1 1i il反省Jtl!'.l'l ,J!.J11'所長による l lfl会γ（ l iに

続き，石illi資源省大l::iからの後wがあり，パキスタンj血i,',i;に
f:I'-う甚ー大な被害や被災地のその後のl,N;':lf.な状況がj主べられる

と共に，医II~的な j也i,'1_ 1)~ ;If研ヲcti!b J1 の必~ti：が4とめら札た ．

会議に引き続き20,21 LIの両11.ll:<fl:J也すべり7：会からの参

加者 5 ？＇，， 同士地耳li院からの参加者 2~〆：がパキスタンJl!l'l't ,;1,i,J 

Gtol。ov
。同愉町制

い＇.·，·~I I 'f 
1 ·. •"I! I s日 1・l126抑制。
ド内相iL」L.-!1'刷

一一
図ー1 震源地lこ近いムサFフ7ラバード‘の位置と

パキスタンの概路地質図
(The New Oxford Atlas for Pakistanによる）

代mのアクタールWI.の従，，、jで＇・:r:+1r1i災；＇iの夫態J巴Mのため被
災地域の収地訓11'. をわう機会を似た． 被災地はμ、 ili~ l! l l にわ

たっており，しかも交述。IH1'iが似めて思いため2II 11¥Jの｜｜れ

では部分l’！な な .~.·.111: にWI まらざるを仰なかったが，今1 1 11発1 1 ：＿し

た故大脱似のJl!lすべりであるハティアンj出すべりを.－~·Htする

ことができた.l riJ J也すべりを ＂＇心にパキスデン北部地i｝~ によ

るf):l 1 fii!.k_',I；：のWi~ を l記述する ．

パキスタン地震の概要

パキスタンはが~80JJ'km＇と｜｜本の2fl¥のI1iJ ・Iてlill・fi'lをイIし，

約 ltu: s T-h人の人｜ ｜を擁する．今1111,J也誌の発生したパキ
スタン北自I＼はヒマラヤili!l'反阿部の之’1jgtな，・，＇：j1l1J也，；i'iに述なり．

カラコJレム・ヒンドゥークシユf1l1i1l11l1F<で＂＂~ 1 J,えびアフプfニス

タンと境をJ長する山l'iil血.h主である．このj色j！主はパキスタンの

Uil或｜人！ではM:も降水；止の多い九l!い：であり，・｜ミ均イI"-lllJI；年水：，：：は

750mmを必えている．

パキスタン北部Jl!li，＇~は20051!'-JOJJ 8 11 311拓O分lこnm；イス
ラマバードJじ！と点約 LOOkm，深さ26km を i）~i阪と して発fドー し

たj也炭で．マグニチュードは7.6と4ff：定されている（GSP.

2005）.パキスタンj也氏訓作所によれば．このj也以による死-ri-

83,000人以1・’300h人以［－＿が被災し＇fl：屯の全I丸二！とj災はそ

れぞれ207)!iに及ぶとm；守されている．今川のj也反発生j或に
nfi・ltJi'IMが分布していることは従1iliから指摘されていた

(Nakata, et.al, 1991）.ノfキスタンJヒ；；j;J血h’tは，インド恒）；：I；を

がユーラシア大｜；をに術突することによる応）J}J,＇.・でll'.J反するltJj・

別によって引き起こされたとされる．プレートの術炎境界の

1lli削iにii可11Ji"l1'11う｛11.；く分イIiしており， l'i＇ーにハザラ ーカシミー
ル ・ シンタックス｜人jのム ·Ifファラバード｜祈li1 とタンダ｜祈l\•1 の

2 ;j，.：が今 1111のj也誌の5£' 1~1こ術協に関係していると 4fi：之された

('i11Jlf也，2005）.また，人｜：術J止によるjtJIil!IJデータの解析か

ら，本j也i，！~によ って ｜：記 2 本のi1fi·11Ji明治L、及びその l打点1.1111]

延長日IIで， l長さが-J90kmにわたって lIll以卜．の地佼変動が，，，＿じ．

その11士大変動 iよ 6111 に及ぶことが阪；• ；－ されている（l iil u也J'I!
｜弘 2006).これらの削ilill・m析からポII変されていたj也ぷWil1'1
が，j)IJ.'}f：技11:1総イ干M/ci9fi，号｜相il・:1・1i

t" D.'0111'.ljl［のj七jiiJJJ』j也;J.'J千tによつて伺：d、さjLている．その結~~.

j也以IUi・l1'1のl毛さはがJ65km.!1止大変位以はJ・.1"1＆：分で5.5111,

ノドヤ成分を；，；－め約9Illに及び， j血i，＇~ ltli'lfo't の iτ 1!:：店｜；は既存の川

11Jj・)¥'1に沿ってIii脱したとされる（jf( t~： liJf' 2006) . 

地震による斜面崩壊の概要

パキスタン，｜ヒ内II池山による被；！？が刊に』1；大であった地域は，

卜J坐のj血i，＇~l1Jj· l1・1の 11\ Iー．あるいは近践した地域であることがJ行

摘されている.HI¥ di ~~IIとしてはアザド ・ カンミールqJj：・日111'1'1 の

川百IIであり，イスラマバードの，｜じ｜ヒボ約85kmlこf1i:ii'i：し，；，'.f.iW

に近いム－IJ'ファラバードが]ii｝くの被災地であった（l'XIーl) . 

Jiil I：地Jill院では米スペースイメージングト ｜のJ也j）~ 1 iii後の ，•，＇：j j~干

riu_i:t ''"i r~ を Wr析。 し，ムザフ γ ラノ＇-F J,';J .i.!lJ色））主における i砂

災計の1£ ' 1：状況を ＇j'IJ~.え している （ ｛／，－： 1it~他， 2005) . l!J，泌された

斜1f1i}llJJ災の分イぃーは，'11111他のrn抗するムザブ7ラバー ドl折1・:1
Aびタング＇ltJj・I・，＇）のf1/:1111＇.と＞rdJ.て1・.:.:1-2のようにぶされている．
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図－2 IKONOS商像で抽出した斜面倒線の分布
（国土地理院ホームページによる）

また.・pJ,;Jcされた料1friiiii1災は約100問所に及んでおり，れl而／iii

1災の多くは仁川2つの断肘の北京師lに集中している．ただし．

1~r J1t 111Jif'~によってドl仏2されたものは比較的i.ll伎の大きい／iill尖

にWIま！J，小規伎のものを合めれば遥かに多数の斜1fliiiii泌が

発作．していると~－えられる ．

地震による斜面災害調査

"1i：行らは.J也i｝~f討の3ヶJIを税j§した20Q(j{j'.I ) J 20, 2111 

の11l1jJJ . パキスタン j由貿，J~1f.1~r1除H らと J~に収地の ｜：砂災山：

と被災jfuの状t兄について訓1f:する機会をfひた.,J!,Jftのtj・仰を

IXJ-3にぷす（J~§ IJ;(. 2006) . 1・lj［か211の11-f'i＼のため，I：砂災

計が初発している地域全域の約 lI 3花l支を眺めたにWIまる

が－11£大腿伎のハテ ィアンの地すべり j血を悦r.~することがで

きた 11；初にイスラマバードから北川約50km,t：~~.·，＇：j~：＇J2000m 

の峠の終決ムレーを位え，谷を ｜ごりジェラム川に沿って．｜ヒil!:

し，被災地成の＂＇心地ム ファザラバードにylJi主した．注＂’）..：.

縦十日なj也すべり的所を通過し.JI・ fiOJ交11:i凶行となるところが

あり，約135kmのqj・,f'i'.で約4時lllJを裂した.J也すべりによる

道路のJiJjJ災・Ii・fyljを勺．点－ lに示す l制作j似去であるアザド・

カシミールナ｜、｜はインドとlifiイIを巡って係争・＂＇のj自主主である．

ムファザラバードに近づくにつれ被災民のテントが11，；：つよ

うになった iliilf J自には W1J J点した ＂ • ）＼•1 のピル（ワ.！.＇£ － 2 ）ベ＞ fl ~

Mのj亡家が｝.＇.〔イ正している．市街地.JJ:jJ!IJの1l1J也斜1(1il止令1(1i的に

iiJi Jti してハゲ1 !1~K にな っ ている（写.！.＇［ － 3' ti). i：必11(I~地

は，ムファザラバードからジェラムJ11 iのいに見£40k1110）イン

ドとの作戦ラインに近いハティアン村に発’i：した，，，，本の）..：.）必

似ii1iJ災1'J:J也すべりである．しかし，i-1的地の5kmT1iliのチッ
カールでも道路が地すべりによって l~J n'i された． そのため，

やむを作ず初日はj：リj主を断念した．ジェラム川／己；；；；からチγ

カール村にすミる •llj立はj血i,'Jの i;＇~ ii~！ Wr ~"i’ ji'J:近の主llf1 i を縫って~

びていることから， J；：しい；；n・l伺変；伏がJI:!.められた（マ)'.J'[ 5). 
それらの＂＇にはj也氏Jil\i，＇~ t：説明が11'i:接11\ .JJl した”J能ti：があるも

のも令まれている．

想2111frli1'1J色のムレーからチァカールまで約IOOkmを引き

返し， j血すべりによる辺路閉鎖倒所（写」＇£ －6）で恥を｜；示り，

従広でハテイアンj也すべりに li•Jかった. !JiiJ災で－，1・1祈された林

道を約211年川!J,＜行し，以後にj也すべりによる（（！災どらけの

34°45'・1

ι盟主旦ol

34°30' 

吋~r：語縦5 )

34°15・

34・00・ 

73'00' 73'30・ 73・45・ 74°00＇’ 

図－3 調査団移動ルート並びにハッティアン地すべり位置
｛国土地理院．蔵原作成図による）

l主々 力IIを粍て.ri-tfi存Ill側部に到達した．林道沿いのilii液状況

を勺：J'£-7. 8に示す．勺：点－ 9にハテイアン地すべり直 l二

ilicのm；~＝斜l前の状況を示す． 長大な斜 lflitには幾つもの地す

べり j也形や／iiiJj~ji;j所が比られるが， 1よ~i~ PH に段々畑｜｜が展開し，

fl:J,1：・多数が立j也している．

ハテ fアンj出すべり地では， III体が，｜じからl十J(こ1t1Jかつて幅

500m.斜illi£~ 2 km. t出来；~IIでlよ I OOmJ.;J. I：にわたって大規伎

に抜け絞らデプリス・アヴァランチ状にJuij存している（写点

一I0.11).lO'm’以上の／iii泌物nがてつの文谷の合流部を塞
いだ結月4・ー二つのj也すべりダムが形成されている．シュナイ

ダ一時 I；の付i；りでは，このIII体iblJ災性地すべりは1羽生すべり

ではなく， l真作の地すべりが l:)jにも拡大して市議したもの

であると推定されている（Schneider,2006）.また，地すべり

｜：械は初!VJ ＂＇新 Ill：ーのムレー1~1 の赤色砂＇ii，シルト岩， ileむか

ら 11111広されている． 移動体の~＆t折 1(1j は， J戊i立を j也，＆ TI師とする

JI¥ f I/ : flJ j形の伐~kで，；ni...u立がすべり i(lj , NJ!.」が市部出の京

(l!ll fl[!J 1(1iとなっている．この地すべりは，すべりIUiが岩徹の／1'1

J'Jl1(1jに・niであることから， ｝¥'jl[lj (I!IJ 1fiiを¥IHI約された111すべり

である.rn-泌iH1lllJ行Iiにはそれに、I＇行して f1付1ものクラックや
は）.＇·~ J也 JI'~が発述 し， ii:t!Ji;'\·1>11'( I；、にはすべり成った大きな移動

体が必められた.J也すべりJ也l付を明比しつつ．地すべりダム

のj.JJ：水.iJ策，すべり残りの移!FbH＇，およびハテイアン村 j,'[j辺

の料1fii公：lkに対する危険度~f伽iに｜刻する議論を行った． 地す

べ I) ダムの初；）＜問題：こ｜則しては． 会議で~：~ぶされた~JI：水 トン

ネル’Aさよりも， J!Jld&-1：泌をJM削 しIJll水路を投位する案のブiが
収実的ではないかとifEiJ!IJされた．その.fillEllは， i1'i・t託制が定る

Ill休はj色町がJI危弱でトンネル｜：法に適していないことと.6

) J からのモンスーンをJをえ仁jリl的にJillに介わないことが準げ

られる．また，ハティアン付則illではこの大J.JH見山体j也すべ
りに近づくにつれ，斜fillにクラ 7ク・＆.l2J由形が山i特；＇J'S£で発

j主し，一次的な災；1;'.7'fp恕されることから － ；~1；集約の移転ま

でも.J;・Lぶした刈・策が必次・との判断が11I11された．こうしたよlWfo

は．想2311午前にパキスタン地質，l!}J:!'i:1,rでIJflかれたカウサー

ル文所Jkとのミーテイングで伝えられた．さらに．ハテイア
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ンj也すべり以外にも震源断層沿いの斜ri11の危険度評官Iiiを行う

ために，｜ごi本i也すべり学会との共同研究を進めることにつき

合意を見た．

おわりに

2005年パキスタン北部地震に｜捺しては，発生直後からH4~ 

においてもおi繁に報道されたものの，多く はムザファラバー
ド周辺の建物被答をr11心とした被災状況とえi凶｛住民の生活状

況に閲する情報に｜浪られており， 被災地岐における土砂災符

に閲する報告は極度に限定的なものにも7まっていた．ところ

が，今回の極短H寺！日lの訓査を通 じても，地すべり，崩壊など

の斜面災害が，民源地に近い既存の活断府に沿ったi，＇~ilt.¥ ltfr ]¥・1 

域及びその近接域で極めて尚密度で大規.nJに発生しているこ

とを具に見聞できた．また， 比1:rilOOOmにも及ぶ長大な急斜

面J二に多くの住居が立地 し，広範1n1に段々州lを造成し出耕を

営みつつ， ftl~が生前している状況には強い感銘を受けた．

長年J-1にわたって，地すべり と共存しながら人々が必らして

いる状況は， 新潟県の旧 i i i 占志村の状況を仙i~l＼ させ， J出すべ

り多発地域での生活における共通の諜Rとして1Ji'.えられる．

なお， ハテ ィア ン地すべ り地からの帰途，ジェラム川沿い

の狭窄古IIで辺路l協斜而がl年J;}jJ災し，ムザファラバー ド方而へ

のi並行が遮｜訴されていた．当I]'rntrrl1の通過に｜探して，当該

斜而の現況は極めて不安定であり ， 和1J il~i再 iJ!j J裂が，，ミ じ て もお

かしくない状況であると判断され， 日本では到底通行が前・可

されないだろうと考えながら通過 した地点であった．この時

点の崩壊はかな り大規模で．卜！？支lllJ近でもあったことから開

通は翌朝以降であろう と危t共された．実｜祭には， ILi経えの代

答道路を走行 し，何とか佼半にイスラマバードに帰着できた．

このように被災地では，災告彼｜円や援助物資輸送のための主

要道でさえ，今なお約百i災害の危険性にさらされている．モ

ンスーン!Ylを控えてJ被災地践におけるホ：打iii1!~ ＇；！；：危険度評 f1lliを

進める必要があることを痛感した．今同の7持論1ではLIfi＇.の制
約のため部分的な調査を行ったに過ぎない．モンスーンJYJを

迎える前に再度現地調査を実施する予定である．改めて2判｜｜｜

な4飛行を行いたい．

写真一1 1也すべりによる道路崩落箇所
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写真一2 ムサ’ファラバード市街地のビル倒波状況
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写真一3 ムザファラバード市街地北西部の大規模表層崩猿

L塩掘額脱
写真－4 ムザファラバード市街地北東部の大規模表層鴎綾

--写真一5 ジェラム川右岸で連続する崩i褒斜面
遊聖位周テント多数が河床に設鐙されている。

（；広大崩i褒が発生した1易会．崩落土砂の到達範囲内
に設置されており危険である．）

写真一8チッカール村からハyティアン地すべりに向かう林道沿いの賎'll袈
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写真－9 ハッティアン地すべり直上流の対岸斜面
（長大な斜面は幾つかの渓流の侵食により区分される．斜面中・下部には地すべり地形司胸部には急な崩i裏斜面が見られる．
斜面上には段々畑が広範囲に展開し‘多数の住居が立地している．左下に見える水面l;t.,i色すべりダムにより形成された
湛水池である．）



写真一10 ハッティアン地すべり上流傾I］の側壁から＇！也すべり地内を臨む．
（右手の斜面下部には大規模な地すべりダムによる河道閉塞状況が遠望される．）



~ 

写真一11 ハッティアン地すべり上流側の仮IJ壁から司地すべり地内を臨む．
（上部側壁から隣縫斜面に掛けて多数のクラック及び段差が見られる．）


